
第１７回被ばく医療総合研究所 セミナー 

 

 

日 時   平成２９年２月１６日（木） １６時～１７時 

 

場 所   保健学研究科Ｅ棟５階 第５１講義室 

 

演 者   国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 

放射線医学総合研究所 放射線影響研究部長  柿 沼 志津子 

 

演 題   「放射線誘発がんのゲノム変異から発がんメカニズムを考察する」 

 

対象者   学生、教職員、一般の方 

 

要 旨  

発がん物質の暴露によって傷を受けた DNA の多くは修復酵素によって修復され、修復

できなかった細胞はアポトーシスなどの機構で除去される。しかし、傷を受けた DNAが誤っ

て修復され、がん関連遺伝子の機能を変化させるような変異が生じると、がんを発症する

可能性が出てくる。言い換えれば、がんで見られる原因遺伝子のゲノム変異は、発がん 

物質に暴露された DNA に生じた傷のタイプや傷の修復メカニズムを反映していると推測 

される。 

当研究グループでは、放射線誘発がんのゲノム解析を行うことで、放射線被ばく特有の

傷跡を探索してきた。今回は、野生型マウス(B6C3F1)に放射線被ばくで特異的に見られる

T リンパ腫やがん抑制遺伝子 Ptch1 ヘテロ欠損マウスの髄芽腫のゲノム変異解析の結果

を中心に放射線誘発がんにおけるゲノム変異を紹介し、放射線被ばく後の発がんメカニズ

ムについて考察する。 

 


